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蘭
亭
・
北
京
・
合
肥
・
天
津
・
杭
州

─
─
国
際
書
法
展
の
作
品
と
「
凝
神
」

河　

内　

利　

治
（
君　

平
）

K
AW

A
CH

I Toshiharu

（Kunpei

）

　

令
和
五
年
度
は
コ
ロ
ナ
解
禁
年
の
様
相
を
呈
し
、
中
国
本
土
で
は
い
く
つ
も

大
規
模
な
国
際
書
法
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
展
覧
会
の
要
請
に
お
応
え
し

て
、
五
箇
所
の
展
覧
会
場
に
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
但
し
、
全
会

場
を
訪
れ
て
お
ら
ず
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。）

Ａ
「
欣
于
所
遇
─
中
日
韓
名
家
書
法
篆
刻
邀
請
展（

１
）」

紹
興
市
蘭
亭
書
法
博
物
館
臨
展
庁　

二
〇
二
三
年
六
月
二
〇
日
〜
七
月
一
九
日

自
詠
癸
卯
立
春
作
「
紀
念
王
羲
之
撰
写
蘭
亭
序
一
六
七
〇
周
年
」

（
篆
隷
・
90
㎝
×
180
㎝
）

Ｂ
「
書
学
之
路
─
高
校
書
法
教
育
六
〇
年
成
果
展（

２
）」

特
邀
海
外
校
友
参
展　

中
国
美
術
館
（
北
京
）　

二
〇
二
三
年
七
月
六
日
〜
七
月
二
六
日　

司
空
図
「
二
十
四
詩
品
・
洗
練
」（
行
草
・
53
㎝
×
230
㎝
）

Ｃ
「
三
代
古
風
・
完
白
遺
韻
─
古
漢
字
書
法
作
品
国
際
展（

３
）」

安
徽
芸
術
学
院
美
術
館
（
合
肥
）　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
〇
日
〜
一
〇
月
二
五
日　

蘇
軾
「
韓
康
公
坐
上
侍
兒
求
書
扇
上
（
二
首
其
二
）」

（
篆
書
・
174
㎝
×
70
㎝
）

Ｄ
「
伝
承
・
流
変
─
中
日
韓
書
法
名
家
作
品
展（

４
）」

天
津
美
術
館　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
九
日
〜
二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日

于
右
任
対
聯
「
袖
中
異
石
未
経
眼
、
海
上
奇
雲
欲
盪
胸
」

（
楮
紙
・
篆
書
・
30
㎝
×
180
㎝
）

Ｅ
「
慶
祝
西
泠
印
社
建
社
一
二
〇
年
系
列
活
動
・
西
泠
印
社
社
員
作
品
展（

５
）」

浙
江
省
文
化
会
堂
（
杭
州
・
旧
浙
江
展
覧
館
）　

二
〇
二
三
年
一
一
月
七
日
〜
一
一
月
二
〇
日

上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
「
孔
子
詩
論
・
第
二
十
三
簡
」

（
楚
系
篆
書
・
78
㎝
×
180
㎝
）

　

こ
れ
ま
で
も
海
外
へ
の
出
品
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
開
催
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趣
旨
に
見
合
う
言
葉
（
詩
文
）
を
書
く
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

国
際
書
法
展
に
作
品
を
寄
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
唯
一
心
掛
け
て
い
る
点
で
す
。

と
て
も
制
作
「
論
」
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
展
・
企
画
展

で
す
の
で
、
出
品
者
と
し
て
の
礼
儀
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
掲
の
作
品
は
、
Ｃ
の
蘇
軾
詩
を
横
形
式
に
し
て
挑
戦
し
た
も
の
で
す
。

　

韓
康
公
坐
上
侍
兒
求
書
扇
上
（
二
首
其
二
）

　

韓
康
公
の
坐
上
の
侍
児
の
扇
上
に
書
せ
ん
こ
と
を
求
む
（
二
首
其
の
二
）

一
一
窗
扉
面
水
開　
　

一
一
の
窓
扉　

水
に
面
し
て
開
く

更
於
何
處
覓
蓬
萊　
　

更
に
何
れ
の
処
に
於
い
て
か
蓬
萊
を
覓
め
ん

天
香
滿
袖
人
知
否　
　

天
香
満
袖　

人
知
る
や
否
や

曾
到
旃
檀
小
殿
來　
　

曽
て
旃
檀
小
殿
に
到
り
て
来
た
る

（
試
訳
）
四
面
の
窓
扉
が
一
つ
一
つ
水
に
面
し
て
開
く
（
眼
前
が
無
限
に
広
が

っ
て
い
る
）。
こ
れ
以
上
に
仙
境
の
蓬
莱
を
探
し
だ
せ
よ
う
か
。
満

袖
に
天
香
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
人
は
知
ら
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
む

か
し
栴
檀
（
香
木
）
の
小
殿
よ
り
得
て
来
た
る
も
の
で
あ
る
。

（
鑑
賞
）
こ
の
詩
は
簡
潔
な
言
葉
と
隠
喩
を
用
い
て
韓
絳
（
康
公
）
の
仙
境
に

対
す
る
過
去
の
出
来
事
と
追
求
を
描
い
て
い
ま
す
。
前
半
二
句
は
、

韓
絳
が
窓
の
前
に
座
っ
て
、
水
面
の
景
色
を
眺
望
す
る
自
由
な
姿
を

描
き
ま
す
。
彼
の
心
中
は
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
、
仙
境
の
象
徴
で

あ
る
蓬
莱
の
所
在
を
探
し
出
し
た
い
と
願
う
こ
と
は
、
彼
の
往
時
の

美
し
い
世
界
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
後
半
二
句
に
は
、
天
香
と
栴
檀

の
小
殿
が
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
仙
境
の
存
在
を
暗
示
し
ま
す
。

韓
絳
自
身
が
体
験
し
た
仙
境
の
事
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
結

句
は
神
秘
さ
と
仙
境
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
包
ま
れ
ま
す
。
韓
絳
の
仙
境

へ
の
渇
望
を
描
写
し
な
が
ら
、
蘇
軾
自
身
の
理
想
と
す
る
世
界
へ
の

憧
憬
と
人
生
の
意
義
に
対
す
る
考
え
が
窺
え
る
、
芸
術
的
価
値
の
高

い
詩
作
と
言
え
ま
す
。
な
お
、
こ
の
詩
は
あ
る
本
に
は
有
り
、
あ
る

本
に
は
無
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

拙
作
は
、「
蘇
軾
自
身
の
理
想
と
す
る
世
界
へ
の
憧
憬
と
人
生
の
意
義
に
対

す
る
考
え
」
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
書
い
た
も
の
で
す
。
も
っ
と
も
落
筆
す
る

と
そ
の
思
い
は
胸
中
か
ら
消
え
去
り
、
自
己
の
「
生
命
の
表
出
」
の
み
に
集
中

し
ま
し
た
。
蘇
軾
の
い
う
「
凝
神
」（「
晁
補
子
が
蔵
す
る
所
の
与
可
が
画
け
る

竹
に
書
す
（
其
の
一
）（

６
）」）

に
近
づ
き
た
い
と
願
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
凝
神
」
と
い
う
言
葉
は
、『
荘
子
』
達
生
篇
の
「
志
を
用
い
て
分
か

た
ざ
れ
ば
、
乃
ち
神
を
凝
ら
す
（
用
志
不
分
、
乃
凝
于
神
）（

７
）」

に
基
づ
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
芸
術
創
造
と
い
う
も
の
は
け
っ
し
て
思
惟
作
用
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
創
作
す
る
主
体
が
精
神
を
強
く
集
中
さ
せ
た
産
物
な
の
で
す
。
従
っ
て
、

芸
術
の
構
想
と
い
う
の
は
、
意
識
的
に
考
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
静
か
な
精

神
状
態
の
も
と
、
天
意
に
任
せ
て
自
然
と
わ
き
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
レ
ヴ
ェ
ル
の
高
い
芸
術
的
境
地
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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唐
代
の
書
論
に
も
「
絶
慮
凝
神
」（
唐
太
宗
論
書
法
）、「
凝
神
静
慮
」（
欧
陽
詢

付
善
奴
秘
訣（

８
））

と
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
国
古
典
美
学
に
お
け
る
創
作

論
と
審
美
論
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
な
の
で
す（

９
）。

　

な
お
、
蘇
軾
の
別
の
詩
「
書
鄢
陵
王
主
簿
所
畫
折
枝
二
首
其
一
」
に
は
、
蘇

軾
自
身
の
詩
と
画
に
対
す
る
芸
術
観
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
引
い
て

お
き
ま
す（

（1
（

。

　

論
畫
以
形
似
、
見
與
兒
童
鄰
。

形
が
似
て
い
る
か
ど
う
か
で
画
を
論
じ
る
の
は
、

児
童
の
見
方
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

賦
詩
必
此
詩
、
定
非
知
詩
人
。

詩
を
賦
し
て
詩
は
必
ず
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
は
、

き
っ
と
詩
を
知
る
人
で
は
な
い
。

　

詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
清
新
。

詩
と
画
は
本
源
的
に
同
じ
韻
律
で
、

大
切
な
の
は
天
工
と
清
新
で
あ
る
。

　

邊
鸞
雀
寫
生
、
趙
昌
花
傳
神
。

唐
の
辺
鸞
は
雀
の
生
き
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
画
に
写
し
、

宋
の
趙
昌
は
花
の
神
を
画
で
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

何
如
此
兩
幅
、
疏
淡
含
精
勻
。

王
君
の
こ
の
両
幅
は
そ
れ
と
比
べ
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

王
君
の
画
は
疏
に
し
て
淡
、
そ
し
て
精
と
勻
を
含
ん
で
い
る
。

　

誰
言
一
點
紅
、
解
寄
無
邊
春
。

見
る
が
よ
い
、
画
に
加
え
ら
れ
た
一
点
の
紅
は
、

無
限
に
広
が
り
ゆ
く
春
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
・
六
句
目
の
「
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
清
新
」
こ
そ
、
蘇
軾
の
詩
と
画
の
基

準
な
の
で
す
。
さ
ら
に
十
句
目
「
疏
淡
」
も
審
美
基
準
に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
基
準
は
、
書
と
音
楽
に
も
通
底
し
て
い
ま
す
。

【
注
】

（
１
）https://m

p.w
eixin.qq.com

/s?__biz=M
zA

w
N

jA
zN

T
c0O

Q
==

&
m

id=2656452339&
idx=1&

sn=c4e24c4e0b31e4b8db85f2132

fc9c1ba&
chksm

=80b11eb9b7c697af45b818b27276c97572ffed

1e296144f819b0b12f8f43ee603084a617d52b&
scene=27

（
２
）https://baijiahao.baidu.com

/s?id=1771138503672932050&
w

fr

=spider&
for=pc

（
３
）https://m

p.w
eixin.qq.com

/s/h4pq55s3z9V
pIbphF3h7O

g?fbc

lid=Iw
A

R1J-js2H
D

Y
2Gf5pV

5kvw
d_D

v-dU
aZbgY

0iQ
JK

7ZBj 

czFgO
hZU

um
W

K
4uLV

8
（
４
）�https://m

p.w
eixin.qq.com

/s/-C
X

apjR
w

A
f-8lff408K

viw
? 

fbclid=Iw
A

R2gO
Ijf_px-5FvQ

A
rPO

O
w

rxnU
hY

qm
T

-52H
fZz-
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W
U

m
X

hM
nm

ngSD
6RW

CeJcQ
（
５
）�https://w

w
w

.163.com
/dy/article/IJ1U

N
PK

M
0534T

W
3I.

htm
l

（
６
）
与
可
画
竹
時　
　

与
可
竹
を
画
く
時

　
　
　

見
竹
不
見
人　
　

竹
を
見
て
人
を
見
ず

　
　
　

豈
独
不
見
人　
　

豈
に
独
り
人
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や

　
　
　

陶
然
遺
其
身　
　

陶
然
と
し
て
そ
の
身
を
遺
る

　
　
　

其
身
与
竹
化　
　

其
の
身
竹
と
化
し
て

　
　
　

無
窮
出
清
新　
　

無
窮
に
清
新
を
出
だ
す

　
　
　

荘
周
世
無
有　
　

荘
周　

世
に
有
る
こ
と
無
し

　
　
　

誰
知
此
凝
神　
　

誰
か
知
ら
ん　

此
の
凝
神
を

（
７
）
赤
塚
忠
著
『
荘
子
下
』（
全
釈
漢
文
体
系
17
集
英
社
・
一
九
七
七
年
）

一
一
三
─
一
一
四
頁
に
拠
れ
ば
、「
用
志
不
分
、
乃
凝
于
神
」
の
「
用

志
不
分
」
は
、
一
心
不
乱
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
「
凝
」
は
、「
擬
」
の

仮
字
（
馬
叔
倫
説
）
で
、「
よ
く
似
て
い
る
」
の
意
。
よ
っ
て
「
精
神

を
散
ら
す
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
技
は
ほ
と
ん
ど
神
技
に
な
る
」

と
解
す
。
ま
た
、
兪
樾
の
説
に
倣
っ
て
、「
疑
（
ま
が
う
）」
の
誤
り
と

し
て
読
む
注
釈
書
も
あ
る
。
福
永
光
司
・
興
膳
宏
訳
『
老
子
荘
子
』

（
世
界
古
典
文
学
全
集
17
筑
摩
書
房
・
二
〇
〇
四
年
）
二
九
五
頁
参
照
。

（
８
）「
凝
神
静
慮
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
宇
野
雪
村
・
西
林
昭
一
・
福
本

雅
一
編
著
『
書
道
名
言
辞
典
』（
東
京
書
籍
・
一
九
九
〇
年
）
九
八
頁

で
は
、「
神
（
こ
こ
ろ
）
を
凝
（
こ
）
ら
し
、
静
か
に
慮
（
お
も
）
う
」

と
訓
じ
、「
精
神
を
集
中
し
て
、
静
か
に
思
慮
す
る
」（
門
脇
廣
文
）
と

解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
沈
思
黙
考
」
と
同
義
に
解
し
て
い
る
。
前

注
（
７
）
の
『
荘
子
』
の
原
義
（
馬
叔
倫
説
・
兪
樾
説
）
と
は
異
な
る

こ
と
に
な
る
。

（
９
）
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
中
国
美
学
研
究
班
『
中
国
美
学
範

疇
辞
典
』
訳
注
第
三
冊
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）「
慮
を
絶
ち
て
神
を
凝

ら
す
（
絶
慮
凝
神
）」
三
四
頁
参
照
。

（
10
）�http://boubou.cafe.coocan.jp/pdf/shi-sotoba08.pdf
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